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第42号

六⑮
月⑨

日⑨

⑮
 一一議

院

員

りf璽主

来
る
六
月
二
日
に
は
参
議
院
一
た
め
で
、
こ
れ
に
よ
り
参
議
員

議
員
の
選
挙
が
行
は
れ
ま
す
。
一
の
第
二
院
と
し
て
の
特
色
を
発

日
本
の
国
会
は
参
議
院
及
び
衆
一
揮
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で

議
院
の
二
院
制
を
と
っ
て
い
ま
一
す
。
こ
の
よ
う
に
参
議
員

す
。
国
会
と
い
う
国
家
機
関
の
一

意
志
一
は
原
則
と
し
て
雨
院
の
合
一
は
第
ニ
院
的
な
性
格
を

致
し
た
限
度
で
成
立
す
る
わ
け
一
も
っ
て
い
ま
す
が
こ
れ

で

す

。

一

二
院
制
は
審
議
の
慎
重
を
保
一
は
決
し
て
東
議
員
に
比

障
す
る
こ
と
に
ぶ
っ
て
行
過
ぎ
一
べ
て
軽
視
さ
れ
て
い
る

の
過
失
を
犯
す
と
い
う
こ
と
を
一

防
止
で
き
る
長
所
が
あ
る
わ
け
一
も
の
で
は
な
く
童
要
な

で

す

。

一

も

の

で

す

特
に
参
議
院
に
は
衆
議
院
と
一

異
っ
て
解
散
の
制
度
が
あ
り
ま
一
さ
ら
に
衆
議
院
制
度
と
異
な
り

せ
ん
。
又
参
議
院
は
専
門
的
、
一
ま
す
点
は
二
百
五
十
人
の
議
員

研
究
的
立
場
に
お
い
て
国
政
を
一
定
数
中

審
議
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
識
見
全
国
選
出
議
員
百
人
と

を
有
す
る
人
材
を
全
国
的
に
ま
地
方
区
選
出
議
員
百
五
十
人

た
は
府
県
ご
と
陀
広
く
選
出
さ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

せ
る
た
め
と
、
い
っ
た
ん
選
出
'
る
と
い
ふ
こ
と
L
更
に
任
期

さ
れ
た
者
は
身
分
的
に
、
安
定
は
全
国
区
、
地
方
区
、
共
に

し
て
そ
の
職
務
に
専
念
さ
せ
る
六
年
で
す
が
三
年
ご
と
に
そ

の同コ『(毎月l回発行)

ま
ず
第
一
は
身
辺
の
生
活
習

慣
を
自
分
で
で
き
る
よ
サ
に
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
着
物

を
さ
る
と
か
、
品
閣
を
み
が
く
と

か
、
食
事
を
と
ぼ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
と
か
、
用
便
の
始
末
を

自
分
で
す
る
と
か
い
う
こ
と
で

す
。
通
常
、
睡
眠
、
食
事
、
排

便
、
着
衣
、
清
潔
な
ど
を
基
本

的
生
活
習
慣
と
よ
ん
で
お
り
ま

す
が
中
に
は
、
こ
う
い
う
点
は

す
っ
か
り
手
伝
っ
て
や
っ
て
い

て
、
字
や
数
を
教
え
る
こ
と
に

熱
心
な
方
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
や
は
り
逆
で

こ
う
い
う
習
慣
の
方
が
先
で
し

ょ
う
。
そ
れ
に
は
、
同
じ
こ
と

を
く
り
か
え
し
、
〈
り
か
え
し

教
え
る
と
と
も
に
、
お
ぼ
え
や

す
い
形
を
考
え
て
や
る
こ
と
が

昭和34年5月初日

学校にいけないちえおくれの

子[ま家躍でどんなことを

注意すればよいか

(ー)
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選
基
4

票@

日@

れ
ぞ
れ
そ
の
半
数
が
改
選
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
今
回
行
わ
れ
ま
す

選
挙
で
は

全
国
区
か
ら
五
十
人
と
、
地

i

方
区
か
ら
七
十
五
人
の
、
計

百
二
十
五
人
を
選
挙
す
る
わ

け
で
す
。

今

回

の

参

議

員

選

挙

は

国

政

に

関

す

る

方

を

選

ぶ

の

で

す

「

棄

権

」

す

る

こ

と

な

く

正

し

い

一

票

を

投

じ

ま

し

ょ

う

イヱ

カ

カ

ヤ

4正

E争

必
要
で
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
衣
服
に
し
て
も
、

流
行
や
か
わ
い
ら
し
さ
よ
り
も

着
や
す
さ
、
脱
ぎ
や
す
さ
が
先

に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う

た
と
え
ば
う
し
ろ
で
ポ
タ
シ
を

と
め
る
よ
う
な
の
は
や
め
て
、

簡
単
に
チ
ャ
ッ
ク
で
と
め
ら
れ

る
も
の
、
同
じ
ポ
タ
y
を
使
う

に
し
て
も
大
き
く
て
使
い
や
す

い
形
を
え
ら
ぶ
事
が
必
要
で
し

ょ
う
。
く
つ
な
ど
も
同
じ
で
す

前
と
う
し
ろ
が
は
つ
ぎ
り
す
る

よ
う
何
か
し
る
し
を
つ
け
る
こ

と
も
い
い
で
し
ょ
う
し
、
下
着

な
ど
も
ゴ
ム
で
ひ
と
り
で
に
と

ま
る
よ
う
な
の
が
い
い
で
し
ょ

x，ノ。
次
に
も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
は
、
き
ま
っ
た
場
所

'，，-， 

修
巻
善
嘩

叫
明
司

品

w

」哩
J喝、

人
日
ガ
ン
コ
村
長

自

回ト

関
善
運き

A培
J官か

「
定
刻
で
す
、

で
は
只
今
か
ら
開
会
:
;
:
」

ヘ
時
の
記
念

H
/

/
六
月
十
日
L

記のも智噂噂噂
童

E三
主主

皇
E主

主主

量
三呈

至宝

巨主

主三

E歪

巴王

区
長
会
役
員
決
窓

市民

改
選
後
初
の
区
長
会
が
四
月

七
日
開
催
さ
れ
次
の
通
り
新
役

員
が
決
定
に
な
り
ま
し
た
。

会
長
明
関
定
市
(
長
浜
)

副
会
長
二
宮
政
夫
(
大
和
)

副
会
長
清
水
猛
(
白
滝
)

理
事
大
田
亀
三
郎
(
長
浜
)

グ

小

伝

高

数
(

M

)

グ

片

岡

一

雄

(

府

)

尉
松
本
作
次
郎
(
庁
)

。

一

渡

壁

保

へ

庁

)

庁
中
見
守
田
隆
(
喜
多
灘
)

庁
、
岡
田
久
太
郎
(
庁
)

M

問
中
光
隆
へ
櫛
生
)

き
ま
っ
た
順
序
、
き
ま
っ
た
時

間
と
い
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と

守
る
こ
と
で
す
。
今
は
忙
い
か

ら
省
く
と
か
、
結
果
は
同
じ
こ

と
だ
か
ら
こ
ち
ら
か
ら
は
じ
め

よ
う
と
か
い
う
こ
と
が
、
と
う

い
う
子
供
に
は
ま
ず
い
の
で
す

大
人
か
ら
み
て
結
果
は
同
じ
だ

か
ら
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
は
結

果
を
予
測
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

の
話
な
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き

「
今
日
は
こ
う
だ
け
れ
ど
明
日

は
こ
う
だ
よ
」
と
い
う
よ
う
な

言
い
方
は
こ
う
い
う
お
子
さ
ん

に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
で
し

干
4
x
j
e
そ
の
次
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
結
果
が
目
に
見
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え

ば
、
お
そ
う
じ
の
お
手
伝
に
し

伊

兵

頭

万

平

(

ゲ

)

グ

高

屋

佐

利

(

庁

)

砂
西
村
重
正
へ
出
海
)

申

鈴

木

重

治

(

伊

)

。

森

岡

満

(

大

和

)

庁

笠

間

醇

(

伊

)

グ

小

西

幸

夫

(

尉

)

砂

河

村

登

(

白

滝

)

。

徳

田

平

八

郎
(

M

q

)

。

山

城

敏

幸

(

庁

)

監
事
福
村
禅
教
(
白
滝
)

庁

村

本

徹

(

出

海

)

事
務
局
水
木
己
米
生
(
長
浜
)

会

計

高

木

忠

登

(

が

)

て
も
、
ハ
タ
キ
を
か
け
る
と
い

ラ
よ
り
も
、
ぞ
う
き
ん
を
使
う
一

こ
と
の
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
一

そ
の
方
は
自
分
の
し
た
こ
と
一

が
必
ず
目
に
見
え
る
か
ら
で
す
-

こ
う
し
て
、
ど
〈
簡
単
な
身
一

の
廻
り
の
こ
と
で
も
自
分
で
で
一

き
る
と
い
う
経
験
を
つ
む
こ
と
一

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
一

そ
う
い
う
経
験
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
信
も
で
て
く
る

の
で
す
か
ら
、
こ
う
し
て
、
自

分
の
こ
と
が
自
立
し
た
ら
、
も

う
一
歩
範
囲
が
ひ
ろ
が
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
友

だ
ち
と
遊
ん
だ
り
、
簡
単
な
お

使
い
を
し
た
り
と
い
う
こ
之
で

す。一

「
芽
ば
え
」
よ
り

ι 

p
b
;ー

k

v

f

一

u
a
!
ι

冗

句

、

i
R
l
t

一
ア
レ
ピ
ア
ン
テ
ナ
を

立
る
と
き
は
次
の
こ
と
に

注

意

し

て

下

さ

い

四
国
電
力
大
洲
営
業
所

最
近
テ
レ
ビ
ア
ジ
テ
ナ
が
強
一

L
る
よ
う
な
位
置
し
か
な
い

風
の
た
め
倒
れ
る
事
故
を
各
地
一
場
合
は
ア
ジ
テ
ナ
の
ポ
ー
ル

に
お
こ
し
て
い
ま
す
。
今
後
強
一
や
支
線
に
接
地
工
事
を
し
て

風
の
多
い
季
節
に
も
な
り
ま
す
一
感
電
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

の
で
ア
ン
テ
ナ
の
取
付
に
つ
い
一
ょ
う
。

て
左
記
の
点
に
特
に
注
意
し
て
一

3
ア
ジ
テ
ナ
、
ポ
l
h
F
は
極
力

下
さ
い
。

p

一
太
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

記

-
4
鉄
線
は
二
年
位
経
つ
と
腐
り

1
倒
れ
て
も
配
電
線
に
か
L
ら
一
ま
す
か
ら
早
目
に
時
々
点
検

な
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
↑
し
て
新
ら
し
い
も
の
に
取
替

2
も
し
倒
れ
た
時
配
電
線
に
か
一
へ
ま
し
ょ
う
。

表

『
優
良
子
ど
も
会
』

彰

b長
b換寸
b騨 4
b前 4
b子 d
ど寸
も寸
b会司

〈司

1>-

[> 

児
童
の
福
祉
増
進
を
ほ
か
る

た
め
、
毎
年
五
月
五
日
の
子
供

の
白
か
ら
一
週
間
を
児
童
福
祉

週
間
と
し
て
色
々
な
行
事
が
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
行

事
の
一
端
と
し
て
県
に
於
て
は

児
童
の
校
外
生
活
に
お
け
る
遊

び
を
通
じ
て
の
健
全
な
心
身
を

つ
く
る
た
め
に
、
よ
い
活
動
を

行
っ
て
い
る
優
良
な
子
供
会
を

表
彰
し
て
今
後
ま
す
/
¥
、
そ

の
活
動
を
助
長
す
る
事
に
な
り

こ
の
た
び
長
浜
町
駅
前
子
供
会

が
表
彰
さ
れ
そ
の
伝
達
式
が
五

月
十
一
日
長
浜
小
学
校
に
於
て

挙
行
さ
れ
た
一
。

こ
の
子
供
会
は
昭
和
三
十
一

年
四
月
に
結
成
さ
れ
、
会
員
は

小
学
生
五
十
三
名
、
中
学
生
二

十
四
名
で
そ
の
活
動
の
主
な
も

の
は
、
毎
日
曜
日
に
国
鉄
駅
前

の
清
掃
実
施
や
清
掃
に
つ
い
て

の
啓
蒙
に
つ
と
め
、
特
に
本
年

は
大
人
達
と
協
力
し
て
駅
前
に

ロ
ー
タ
リ
ー
を
建
設
し
て
植
樹

し
長
浜
の
表
玄
関
の
美
化
に
つ

と
め
る
等
、
会
員
の
自
主
的
活

動
が
県
に
認
め
ら
れ
今
回
の
表

彰
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

伊、

庁
内
人
事
異
動

建
設
課
長
の
助
役
就
任
に
と

も
な
い
五
月
一
日
附
で
次
の
通

り
庁
内
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
一
町
内
に
五
つ
あ
り
ま
し
た
各

ま
し
た
(
)
は
旧
任
一
森
林
組
合
を
本
年
三
月
末
日
を

す
総
務
課
長
増
田
晴
茂
(
税
一
以
っ
て
解
散
し
、
旺
凡

-
Rよ

務

課

長

)

一

が

、

長

浜

町

森

林

組

合

と

し

て

V
税
務
課
長
酒
井
親
(
総
一
合
併
発
促
致
し
ま
し
た
。

務

課

長

)

一

現

在

の

処

、

新

組

合

の

事

務

V
厚
生
課
長
松
田
智
(
教
一
一
所
は
下
須
戒
の
町
役
場
大
和
出

育

委

員

会

)

一

張

所

内

に

置

き

ま

し

た

の

で

、

V
建
設
課
長
清
水
助
役
兼
任
一
御
用
の
節
は
御
連
絡
下
さ
い
o

v
総

務

課

一

尚

、

遠

隔

の

地

で

は

、

不

便

奥
島
力
男
(
大
和
出
張
所
)
一
と
な
り
ま
す
の
で
、
毎
週
月
曜

高
田
軍
治
郎
(
税
務
課
)
酒
一
日
喜
多
灘
、
水
曜
日
櫛
生
、
金

井
義
寓
(
建
設
課
)
矢
野
利
一
曜
日
出
海
と
各
出
張
所
へ
午
後

雄
ハ
新
任
)
大
橋
豊
子
(
新
一

1
』
'

任
)

wv
税
務
課

石
内
義
盛
(
厚
生
課
)
藤
岡

喜
代
夫
(
厚
生
課
)
高
橋
亮

(
厚
生
課
)
山
本
辰
雄
(
新

任
)

V
厚
生
課

渡
辺
敬
(
税
務
課
)
、

V

産
業
課

上
佐
古
童
書
(
出
海
出
張
所
)

wv

建
設
課

久
保
弘
(
総
務
課
)

V

出
海
出
張
所

ー
塚
公
正
(
総
務
課
)

v大
和
出
張
所

宇
都
宮
寛
(
総
務
課
)

v
白
湾
出
張
所

土
居
孝
章
(
厚
生
課
)

V

養
老
院
(
新
設
)

院
長
大
野
収
入
役
兼
務

職
員
池
田
又
一
郎
'
(
白
湾

出
張
所
)
小
石
玉
子
(
総
務

課
)
新
家
千
鶴
(
保
育
所
)

栗
田
富
士
子
，
(
新
任
)
菊
地

年
志
子
(
新
任
)

小学校庭で行われた表彰式

圏
内
農
業
実

習
生
の
交
換

国
内
農
業
先
進
地
の
農
家
に

長
期
間
住
込
み
寝
食
を
共
に
し

つ
L
営
農
技
術
を
研
修
体
得
し

こ
れ
を
地
域
農
業
振
興
の
中
核

的
な
存
在
と
し
て
、
大
い
に
活

動
な
さ
し
む
べ
く
今
般
左
記
の

通
り
計
画
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、

真
に
農
業
を
愛
し
農
業
改
良
に

挺
身
さ
れ
ん
と
希
望
さ
れ
る
方

は
本
計
画
に
'
参
加
さ
れ
ん
事
を

御
願
い
し
ま
す
。

尚
、
本
計
画
に
参
加
希
望
者

は
町
役
場
産
業
課
に
御
連
絡
下

さ
い
。

1
申
込
受
付
期
日

昭
和
三
十
四
年
六
月
一
日
よ

り
六
月
末
日
ま
で

2
選
考
予
定
期
日

昭
和
三
十
四
年
七
月
六
日

3
派
遺
人
員
及
び
派
遣
先

十
名
、
主
と
し
て
関
東
以
西

長
浜
町
森
林
組
合
統
合
発
足

一
時
よ
り
五
時
迄
出
張
し
用
件

を
受
付
し
白
滝
に
は
一
名
常
駐

し
ま
す
か
ら
、
御
利
用
下
さ
い

職
員
は
次
の
通
り
で
す
。

組
合
長
西
田
唯
次

専
務
久
保
千
代
広

事
業
係
菊
地
嘉
彦

庁

塚

本

弘

基

指
導
係
梶
本
重
雄

P

平
田
友
幸

(
白
滝
駐
在
)

安
川
千
鶴
子

山
下
良
子

ニ ミザ

¥ p -

庶
務
係。

昭

和

一

一

一

十

四

年

度

増
築
資
金
借
入
申
込
に
つ
い
て

左
記
の
通
り
一
申
込
受
付
を
致
し
ま
す
か
ら
御
希
望
の
方

は
お
申
込
下
さ
い

大

洲

土

木

事

務

所

申
込
受

話記
問

四
月
二
十
七
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で

公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

抽
選
な
し
で
選
考
と
す
る

1
金
利
年
利
五
分
五
厘

2
貸
付
対
象
坪
数
二
坪
J
九
坪
未
満

3
票
準
建
設
費
の
七
割
以
内

4
増
築
後
住
宅
坪
数
が
九
坪

1
三
六

坪
以
内
の
も
の

5
模
様
替
の
場
合
は
標
準
建
設
費
の

三
割
三
分
以
内

6
償
還
は
毎
二
ヶ
月
払
(
一
元
金
均
等
)

大

体

五

年

前

後

¥

イ

皿

、

一

五
、
そ
の
他
詳
細
は
土
木
事
務
所
叉
は
取
扱
金
融
機
関
に

お
問
合
せ
下
さ
い

二
、
申
込
受
付
場
所

三

、

選

定

方

法

四

、

貸

付

条

件

一
ニ
、
原
稿
枚
数

四
、
締
切
期
日

五

、

賞

金

ムー

ベ

三 d

替 j
-ド圃

1i 
包) ~ 

警!
需!
喜!
集!

財
団
法
人
全
国
統
計
協
会
連
合
会

統
計
か
ら
見
た
都
道
市
県
勢
(
市
町
村
勢
)

の
現
況

四
百
字
詰
用
紙
三
十
枚
以
内

八
月
十
五
日

一
等
一
万
円
二
席
)

二
等
五
千
円
(
二
席
)

三
等
二
千
円
(
三
席
)

東
京
都
渋
谷
区
南
平
台
四
六
番
地

財
団
訴
人
全
国
統
計
協
会
連
合
会

尚
く
わ
し
く
は
町
役
場
統
計
係
に
お
問
合
せ
下
さ
い

、

主

催

者

、

論

題

六
、
宛

先
r 
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二二二=ニノ¥
五
月
下
旬
か
ら
今
年
第
一
回

目
の
根
の
伸
長
が
始
ま
り
、
六

一
月
に
な
る
と
最
盛
期
に
な
り
、

f
d
一
七
月
下
匂
に
は
終
り
、
養
水
分

費
一
の
吸
吹
は
最
も
盛
ん
な
時
期
で

・4
一
す
。
果
実
は
落
花
後
、
細
胞
分

一
裂
を
行
い
、
六
月
が
果
実
の
形

一
熊
を
完
成
す
る
最
も
大
切
な
時

士
L

あ
る
。
な
お
、
第
一
期
の
生

一
理
的
落
果
は
六
月
下
句
に
終
り

の
す
す
。
一
、
土
壊
の
流
亡
防
止

1

敷

草

敷
草
は
土
壌
の
流
亡
を
防
止

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
土
壌
を

や
わ
ら
か
く
し
て
根
の
活
動
を

良
く
し
‘
保
水
力
を
高
め
、
梅

雨
が
明
け
て
か
ら
は
乾
燥
の
防

止
に
役
立
ち
、
又
、
有
機
質
の

関才(毎月l回発行)

号車W嚇嚇搬ψ，'ì'~1嚇噂戸棚嚇嚇対声嚇嚇嚇\~i\~i~器
努IP _ ~幡町、_ f$.品

審メートノレ法へのもま
3需品品~~~~V~V~V~込 N0.13 I.~V~~品~V~同判事長
尚板本船杭、材で月和木に物雰かが猶何木に物門
、で箱材木耳、で 3135材用ゃ高。あ予年材用ゃ自
くあ仕及、付押一日年はい建 る期ま等い建日
いる組び造材角般ま 12昭る具建 の限ではる具建

昭和34年5月20日
L

是
主

_j 

の
根
の
伸
長
時
期
で
あ
る
の
で
一
が
、
発
生
が
多
い
場
合
に
は
、
一
肥
料
を
施
し
て
枝
葉
の
生
長
を

植
付
と
同
時
に
新
し
い
根
が
伸
一
マ
ラ
ソ

γ
乳
剤
又
は

E
P
N
の
一
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

ぴ
、
梅
雨
で
あ
る
た
め
、
度
々
一
て
二

O
O倍
液
を
撒
布
す
る
で
成
木
の
施
肥
時
期
以
外
の
施

雨

も

あ

る

の

で

活

澄

も

良

い

。

一

と

良

い

。

一

肥

量

は

次

の

通

り

で

あ

る

。

↓
但
し
、
昨
年
の
様
に
か
ら
梅
雨
一

3

ア
オ
パ
ハ
ゴ
ロ
モ
一
幼
木
一
樹
当
り
の
追
肥
の
量

一
の
場
合
は
活
着
が
悪
く
な
る
の
一

E
P
N
の一

0
0
0倍
液

を

一

一

年

生

ニ

t
一一一回
1
克

一

で

夫

伎

に

気

を

つ

け

て

行

う

事

一

撒

布

す

る

。

一

硫

安

四

O
瓦
六
四
瓦
一
0
0
瓦

一

が

大

切

で

あ

る

。

一

4

コ

ナ

ジ

ラ

ミ

一

尿

素

二

O
瓦
三

O
瓦
四

O
瓦
一
労
働
の
激
し
い
農
繁
期
が
や

一

三

、

病

害

虫

の

防

徐

一

E
P
N
乳
剤
一
、
二

O
Oの
倍

一

2

摘

果

一

っ

て

来

ま

し

た

。

こ

の

時

期

は

一
1

ヤ
ノ
本
カ
イ
ガ
ラ
ム
ジ
の
一
液
の
撒
布
(
連
続
二
!
三
回
〉
一
幼
木
に
果
実
を
な
ら
す
と
夏
一
と
く
に
農
繁
期
食
に
手
間
を
惜

一

防

除

一

成

虫

発

生

最

盛

期

よ

り

一

0
1
一
芽
の
伸
び
が
慈
く
、
し
た
が
っ
一
し
ん
で
か
お
茶
漬
で
す
ま
し
て

-
第
-
回
の
幼
虫
は
五
月
下
旬
一
二
時
日
後
に
撒
布
す
る
と
良
い
一
て
樹
の
太
り
も
悪
く
な
る
か
ら
一
い
る
家
が
多
か
っ
た
の
で
は
な

一
よ
り
発
生
を
始
め
六
月
上
匂
が
一

5

済
節
病
の
防
除
↑
四
乃
至
五
年
生
ま
で
は
全
部
構
一
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

一
最
盛
期
で
あ
る
。
当
地
区
は
春
一
第
二
回
の
ボ
ル
ド
ー
液
の
撒
一
果
し
、
五
年
民
頃
よ
り
、
主
校
二
つ
今
年
か
ら
は
こ
う
し
た
惰

一

期

ガ

ス

爆

蒸

を

行

つ

て

な

い

の

一

布

一

亜

主

伎

の

上

半

分

は

摘

果

し

、

一

性

か

ら

ぬ

け

出

る

よ

う

に

、

頭

一
で
発
生
の
多
い
場
合
、
又
は
幼
一
挙
撒
布
時
期
一
下
半
分
に
少
量
、
結
果
さ
す
様
一
の
切
換
を
し
て
は
如
何
で
す
か

一
木
等
に
対
し
て
は
当
時
期
に
撒
一
第
一
回
目
の
撒
布
終
了
後
二
に
す
る
こ
と
q

寸
も
し
も
、
こ
う
し
た
注
意
を

一
布
薬
剤
で
防
除
す
る
と
良
い
。
一
週
間

1
一
四
日
後
に
撒
布
す
る
一

3

誘

引

一

怠

た

る

と

、

あ

と

で

体

が

だ

る

一
女
防
除
方
法
一
と
良
い
(
果
実
が
大
豆
粒
位
に
一
主
授
や
亜
主
校
の
先
端
が
た
一
く
な
り
、
食
慾
が
な
く
な
っ
た

一
六
月
上
旬
の
幼
虫
発
生
最
盛
一
な
っ
た
時
)
一
れ
下
る
と
、
思
う
様
陀
仲
ぴ
な
一
り
、
胃
腸
を
惑
く
し
た
り
色
々

一
期
に
E
P
N
乳
剤
、
て

O
O
一
五
斗
式
少
石
灰
(
石
灰
三
七
一
い
か
ら
、
支
柱
を
立
て
、
誘
引
一
な
病
気
を
ひ
き
お
こ
す
事
に
な

一
O
倍
液
を
一
週
間
お
き
に
連
続
一
五
瓦
)
ボ
ル
ド
ー
液
、
硫
酸
銅
一
す
る
。
一
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
が
お

士
一
回
撒
布
を
行
う
と
良
い
。
一
四
五

O
瓦

二

二

O
匁
)
生
石
一

4

エ
カ
キ
虫
の
防
除

7
j
i
l
l
o
i
i
1
4
1
!

一
2

イ
セ
リ
ヤ
カ
イ
ガ
ラ
ム

V

一
灰
三
七
五
瓦
(
一

O
O匁
)
展
一
f

夏
、
芽
が
発
生
す
る
頃
よ
り
一
主
主

2
2
2ョ
〓
了
忠
告
』
〉

E
t

一

の

防

除

一

着

剤

二

五

∞

、

水

九

C
リ
ツ
ト
一
エ
カ
キ
虫
が
発
牛
し
被
害
が
現
一
台
歪
j
y
ぺ
除
眼
目
並
一
回
事
担
当
々

4
L

補
給
と
も
な
り
ま
す
。
敷
草
量
一
て
出
抑
制
一
科
目

J
郡

石

一

沈

下

一

一

ト

河

口

一

計

一

一

付

石

川

吋

一

一

一

位

一

長

浜

の

加

藤

さ

ん

一

家

は
一

0
ア
ー
ル
当
り
、
一
、
八
一
の
発
生
が
多
か
場
合
に
は
幼
果
一
い
国
で
は
、
テ
デ
オ
シ
水
和
剤
一
同
時
に
エ
カ
キ
ム

νを
徹
底
的
一
過
般
落
成
な
し
ま
し
た
養
老
一
は
公
休
日
を
返
上
こ
の
方
々
た

O
O砥
は
必
要
で
す
一
を
落
果
さ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
一
、
九
三
、
七
五
瓦
(
二
五
匁
)
一
に
防
除
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
↑
院
に
は
現
在
十
七
名
(
男
十
二
一
ち
の
た
め
に
奉
仕
さ
れ
ま
し
た

2

草

生

一

防

除

を

行

う

事

。

一

を

必

ず

混

用

す

る

事

。

一

こ

れ

ら

の

防

除

に

は

硫

酸

ニ

一

女

五

)

の

お

じ

い

さ

ん

お

ば

あ

一

去

年

の

十

二

月

か

ら

散

撃

を

六

月

は

青

々

と

草

が

良

く

繁

一

女

防

除

方

法

一

四

、

幼

木

の

管

理

↑

コ

チ

シ

の

六

O
O倍
液
を
四

t
一
さ
ん
が
入
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
一
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
お
じ
い

時
で
あ
る
。
敷
草
を
行
っ
て
一
ベ
夕
刊
ノ
ヤ
テ

γ
ト
ワ
ム
ジ
の
一

1

追
肥
一
五
日
お
を
に
撒
布
す
る
事
。
一
去
る
十
七
日
の
日
曜
日
長
浜
理
一
さ
ん
、
何
年
か
床
屋
さ
ん
に
髪

い
な
い
闘
で
は
、
こ
れ
ら
の
草
一
補
食
に
よ
っ
て
防
ぐ
の
が
良
い
一
幼
木
は
度
々
速
効
性
の
窒
素
一
一
髪
業
加
藤
一
さ
ん
一
家
(
五
名
)
一
を
結
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
の
な

を

削

り

取

っ

て

は

い

け

な

い

。

一

一

ー
一
諮
問
自
室
一
一
言
語
ヨ
一
一
語
豊
富
一
一
ヨ
ヨ
言
語
一
一
一
一
一
一
亘
書
喜
一
一
宣
言
喜
一
一
言
一
喜
三
一
一
吉
一
一
一
亘
書
一
室
一
一
塁
一
三
一
一
雲
=
一
雲
一
室
一
昌
三
一
雲
一
E
E
雲
母

そ

し

て

梅

雨

明

け

と

同

時

に

閉

一

'

一

り
取
り
.
敷
革
を
行
う
と
、
セ
一

:
F
F，
bth、
F
A
Z
E
~
A
f
h
A
4
7
-
ま
す
。
担
当
は
白
滝
診
療
所

月

の

早

警

を

も

防

ぐ

事

に

な

る

一

露

禅

譲

者

擁

カ

一

の

東

村

先

生

で

す

。

尚

急

病

但
し
菜
園
で
は
油
断
じ
て
い
一

1
3
j云ヌ
8
4
5
1

一
の
時
は
何
時
で
も
診
察
を
行

日
刊
阻
む
時
一
落
成
し
ま
し
た
一
3

誌詰寸町一理髪

ま

わ

り

は

取

っ

て

お

く

事

が

大

一

一

は

凡

そ

月

一

回

行

い

ま

す

切
で
あ
る
。
一
長
浜
養
老
院
が
肱
川
を
限
下
一
く
老
衰
等
に
よ
り
日
常
生
活
の
一

4
収
容
室
は
八
帖
の
室
へ
四
人

二
、
移
徳
一
に
み
お
ろ
す
白
滝
の
地
に
建
設
一
で
き
な
い
方
遼
が
四
十
数
名
も
一
六
帖
室
へ
三
人
で
す
。
取
容

六
月
中
匂
が
移
植
の
最
適
期
一
さ
れ
ま
し
た
。
一
お
り
、
之
等
の
人
還
は
附
近
住
一
人
員
は
実
員
三
十
人
で
す
。

で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
第
-
回
一
我
々
が
日
常
生
活
を
す
る
上
一
民
の
あ
た
L

か
い
隣
人
愛
に
よ
一

5
食
事
兼
娯
楽
室
は
四
十
帖
敷

1
f
i
l
i
-
-
h
i
t
-
一
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
は
一
り
今
日
迄
や
っ
と
生
活
を
し
て
一
の
大
広
間
が
作
っ
て
あ
り
ま

丸
太
、
電
柱
、
枕
木
、
椀
木
、
一
衣
食
住
で
あ
り
ま
す
。
病
気
と
一
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
す
。

合
板
、
単
板
及
び
床
板
は
、
現
一
か
老
す
い
等
の
た
め
自
分
の
力
一
こ
の
人
達
を
こ
の
養
老
院
に
一
日
教
養
、
娯
楽
の
面
で
は
大
広

在
メ
ー
ト
ル
法
に
な
っ
て
い
る
-
で
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
一
入
所
さ
せ
人
間
的
な
生
活
環
境
一
簡
に
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌

の
で
こ
の
中
に
は
入
ら
な
い
。
一
い
人
達
の
た
め
に
国
は
生
活
保
一
と
老
後
の
歓
を
与
え
る
こ
と
に
一
番
報
、
碁
、
将
棋
等
を
備
へ

と
こ
ろ
で
、
畳
の
表
も
右
の
一
警
訟
を
制
定
し
て
救
済
し
て
お
-
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
て
お
り
ま
す
外
時
々
は
講
師

期
限
ま
で
L
あ
る
が
、
畳
の
表
一
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
で
扶
養
一
収
容
人
員
は
定
員
三
十
名
で
一
を
迎
へ
て
お
話
し
を
お
願
い

点
甘
い
畳
そ
の
も
の
は
含
ま
れ
一
義
務
者
(
み
よ
り
)
の
な
い
老
一
現
在
は
十
七
名
が
入
っ
て
お
ら
一
す
る
計
書
で
あ
り
ま
す
。

ち

し

一

人

達

が

た

く

さ

ん

お

ら

れ

る

の

一

れ

ま

す

(

近

日

中

に

定

員

に

達

一

7
寝
具
、
日
用
品
類
は
全
舘
支

又

、

建

具

に

は

、

戸

、

障

子

、

一

一

一

一

で

あ

り

ま

す

。

一

す

る

見

込

)

一

給

し

ま

す

)

尚

お

小

使

と

し

襖

の

類

で

、

屋

根

カ

ワ

ラ

ゃ

、

一

一

一

畳

は

含

ま

れ

な

い

の

で

あ

る

。

一

と

の

人

達

が

今

一

番

困

っ

て

↑

次

に

一

て

月

百

円

支

給

し

ま

す

。

門

問

凶

国

又

同

地

方

公

共

団

一

い

る

の

は

衣

食

は

勿

論

で

は

あ

一

養

老

院

事

務

一

8
日
課
は
、
午
前
七
前
起
床
八

体

の

行

う

次

の

調

査

に

つ

い

て

一

り

ま

て

か

「

住

」

の

問

題

で

あ

一

一

時

朝

食

、

十

二

時

昼

食

、

午

は
何
年
ま
で
か
c

一

り

ま

す

。

そ

こ

で

国

に

於

て

は

一

の

あ

ら

ま

し

一

後

五

時

夕

食

、

九

時

消

燈

門
笈
口
凶
国
が
行
う
農
家
経
済
調
一
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
施
設
一
を
記
し
て
皆
さ
ん
に
そ
の
も
よ
一
こ
の
他
の
時
間
は
自
由
で
す

査
、
養
蚕
収
繭
量
調
査
、
漁
業
一
と
し
て
、
養
老
院
を
全
国
に
殺
一
う
を
知
っ
て
い
た
ど
き
た
い
と
一

9
其
の
他
老
人
の
世
話
や
心
情

経
済
調
査
、
生
産
者
の
米
麦
現
一
貫
し
て
老
後
の
安
泰
を
守
っ
て
一
思
い
ま
す
c

一
相
談
等
は
療
母
が
担
当
致
し

在
高
等
の
調
査
、
農
産
物
生
産
♂
一
お
る
の
で
ゐ
り
ま
す
。
一

1
食
事
一
一
切
の
世
話
を
致
し
ま
一
ま
す
以
上
概
要
を
申
上
げ
ま

費
調
奇
及
び
農
業
経
営
調
査
並
一
当
長
浜
町
に
も
満
六
十
才
以
一
す
。
特
に
栄
養
食
に
注
意
せ
一
し
た
。
伝
達
は
老
人
の
日
常

ぴ
に
地
方
公
共
団
体
が
行
う
こ
一
上
の
老
人
が
約
一
九

O
O名
あ
一
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
東
一
生
活
を
楽
し
く
し
て
天
寿
を

れ
ら
に
類
す
る
調
査
の
申
告
に
↑
り
そ
の
中
で
生
活
保
護
法
に
よ
一
京
専
問
学
校
出
の
栄
養
士
が
一
全
う
せ
し
め
る
事
に
努
力
致

用
い
る
計
量
は
昭
和
お
年
問
月
一
る
保
護
を
受
け
て
い
る
者
が
一
一
担
当
致
し
ま
す
。
一
し
ま
す
。

白
日
ま
で
ど
あ
る
。
一
七
名
、
こ
の
中
み
よ
り
が
な
一

2
健
康
診
断
は
毎
週
二
回
行
い

)tド
』

h
r
ヤー

職

員

長
浜
養
老
院
長
(
兼
)
収
入
役

大

野

豊

事

務

係

書

記

世

話

係

療

母

時

，，:' 
~~ 

1. 

に、

c 

人
以
お
散
歩

ヘ
梅
爾
期
の
家
畜
管
理
六
月
/

/
中
畜
舎
の
清
婦
と
乾
操
」

「
今
日
は
畜
舎
の
大
掃
除
・
・
・
」

必

ず
a

た
て
よ
う

農
繁
期
ノ
食
献
立

こ
ら
な
い
様
に
日
頃
か
ら
体
力

を
養
っ
て
お
く
の
は
勿
論
で
す

が
、
農
繁
期
に
は
時
に
計
霊
的

な
食
事
を
と
り
、
い
い
加
減
な

食
事
を
し
な
い
様
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
そ
の
一
例
と
し
て

次
の
様
な
保
存
食
を
作
っ
て
お

か
れ
て
は
如
何
で
す
か
。

い

わ

し

四

0
0グ
ラ
ム

人

一

参

二

0
0グ
ラ
ム

牛
芳
一
一
一

0
0グ
ラ
ム

酢

一

、

三

カ

ッ

プ

醤

三

、

一

ニ

カ

ッ

プ

砂

一

0
0グ
ラ
ム

食

ニ

カ

ッ

プ

油糖油

小池
石田
鍋又
玉一
子郎
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食食健健
係係係係
栄兼22
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千年冨
鶴志士純
子子予雄

金三ごこ

小
サ
ジ
一
杯

川
上
喜
久
雄

石

田

広

福

岡

季

広

浜

よ

篤

秀

。

-

永

岡

武

本

庁

一

浦

田

、

広

長

女

君

子

一

津

田

敏

夫

長

男

進

}

一

高

代

正

義

六

女

悦

子

一

上

川

高

敏

二

女

千
f

晴
一
浪
本
忠
利

二
女
し
の
ぶ
」
山
本
時
雄

二
男
窓
治
一
山
田
幸
太
郎

長

男

耕

三

一

沖

永

重

信

長

男

貴

一

同

成

美

長
女
佳
代
一
宮
浦
喜
久
男

長

男

敬

一

鶴

崎

太

治

郊

二
男
高
広
一
ー
山
口
芳
己

女

由

美

子

一

沈

泰

一

喜

多

灘

一

永

井

博

生

三
男
音
次
郎
一

二
女
美
智
子
一
域
一
P

孝
博

二

男

敏

男

一

浜

田

梅

吉

櫛

生

一

登

尾

昭

太

郎

山

下

優

長

女

純

子

一

洲

尾

茂

下

坂

荒

雄

長

女

美

代

子

一

植

杉

利

明

長

男

浩

二

村

上

福

松

斉

藤

加

太

郎

長

男

夫

祐

一

兵

頭

方

平

出

海

一

兵

頭

方

平

垣

内

筆

雄

長

男

功

一

蔵
四
千
賀
男
長
女
澄
呑
一
塚
弁
己
年
男

昭

和

三

十

三

年

度

長

浜

町

戦

二

浦

田

俊

和

長

女

俊

恵

一

西

村

健

没

者

慰

霊

祭

を

各

地

区

毎

に

挙

ヨ

一

大

和

一

行
し
て
地
下
に
限
れ
る
戦
没
者
ユ
宇
都
宮
敏
男
長
男
元
三
佐
々
木
式
育

諸
英
霊
の
あ
り
し
日
の
勲
功
を
」
在
日
高
雄
二
男
幸
三

し
の
び
、
御
遺
族
各
位
の
御
労
ヰ
中
川
昭
長
男
渉
同
一
ν
宮
上

苦
を
御
突
霊
に
報
告
申
し
上
げ
F

白

滝

d
，
岡
本

る

と

共

に

御

遺

族

の

安

泰

と

国

ニ

岡

田

進

三

女

美

穂

γ荒
野

家
の
隆
昌
を
祈
願
し
併
せ
て
御
J
大

野

健

市

長

男

、

宏

~f矢
野

遺
族
の
慰
安
の
一
日
と
し
た

o
p上
回
武
則
二
男
古
口
加
寿
、
近
藤

慰

霊

祭

執

行

状

況

左

の

通

土

⑮

死

亡

l

一
三
月
二
十
六
日
午
後
一
時
よ

り
、
浄
明
寺
に
於
て
、
出
、
海
地

区。
四
月
三
日
午
前
九
時
よ
り
安

養
寺
に
於
て
、
櫛
生
地
区
。

四
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
西

湾
寺
に
於
て
、
白
湾
地
区
。

四
月
十
二
日
午
後
一
時
よ
り

大
和
第
一
中
学
校
に
於
て
、
大

和
地
区
四
月
二
十
七
日
午
後
一
時
よ

り
、
長
浜
高
等
学
校
講
堂
に
於

て
、
長
浜
、
喜
多
灘
、
青
島
、

沖
浦
地
区
。

唐
辛
子
粉

調
理
法

1
い
わ
し
は
三
セ
シ
チ
の
ぶ
つ

切
り
、
小
イ
ワ

νな
ら
そ
の

ま
L
を
洗
い
水
気
を
切
り
、

治
で
か
ら
り
と
あ
げ
る
。
一
久
保
光
芳

2
人
参
、
牛
芳
を
三
セ
シ
チ
に
一
弁
上
武
男

切
り
油
で
い
た
め
る
。
一
徳
本
山
石
蔵

3
酢
、
醤
油
、
砂
糖
、
唐
辛
子
一
寺
岡
洋
泰

粉
を
混
ぜ
合
せ
一
度
煮
立
て
一
佐
伯
富
士
夫

て
お
く
(
よ
く
さ
ま
す
)
」
味
村
真
祐

4
材
料
に
調
味
液
を
加
え
、
ぉ
森
、
栄

と
し
査
を
し
て
二

1
三

日

お

い

鎌

田

忠

て

か

ら

食

べ

る

。

矢

野

富

士

門

注

意

同

梶

尾

多

喜

夫

女
つ
町
一
打
の
多
い
方
が
保
存
が
町
ー
幸
満

占

C

〈

町

節

子

女
れ
ん
こ
ん
、
煮
千
、
昆
布
等

も
使
う
局
が
出
来
る
。

吹
っ
け
汁
の
残
り
は
、
切
干
大

根
の
ハ
リ
ハ
n
ノ
に
使
え
る
。

い
お
ば
あ
さ
ん
還
も
大
喜
び
で

し
た
。
御
奉
仕
の
程
深
く
感
謝

致
し
ま
す
。

FaFtaa弔
E
7
&
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1
5
1
E
a
F

戦
没
者
慰
霊
祭
執
行

生三三

月
居
出
分
'-' 

⑨ 

出

池
下
音
五
郎

稲
垣
一
盛
秀

大

島

正

吉

新

利

明

徳

田

マ

ナ

叶
岡
コ
ハ
ル
「

本

庁

⑮ 

西

村

タ

ツ

笹

田

高

衛

大
成
ワ
マ
、
ヨ

小

野

正

栄

西

川

猛

水
本
案
一

生

リ

浜

田

敏

二

浜

田

弘

。
J
、

矢

野

工

ぜ
東
ツ
タ
エ

d

谷

ヨ

子

J

一
山
下
ギ
ン

v

小
西
栄
太
郎

二

宮

駒

造

J
V

紙
本
コ
タ
ケ

高

崎

ユ

キ

H
V
川
井
酉
太
郎

櫛

西
尾
キ
ヌ
ヨ

一
角
田
顕
治

藤

本

ツ

タ

大

f日

山
崎
由
香
里

山

ロ

テ

エ

二

宮

ヨ

γ

白

湾

喫
煙
、
飲
酒
の

エ
チ
ケ
ツ
ド

-
喫
煙
者
第
一
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

は
タ
パ
コ
を
吸
わ
な
い
も
の

に
と
っ
て
タ
パ
コ
の
煙
が
い

か
に
も
迷
惑
な
も
の
で
あ
る

か
を
知
る
こ
と
で
あ
り
第
二

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
は
吸
か
ら
を

完
全
に
始
末
す
る
こ
と
で
あ

る。

2
飲
酒
者
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
は
自

大丸
野田
キ

生ツク
白ヤエ

月
届
出
分

上
回

⑮ 

出

菊
池
キ
ミ
ノ

佐
々
木
玉
喜

岩

弁

信

続

本

庁

石

田

重

次

郎

四

女

和

美

岡

崎

満

繁

長

女

明

美

n
H腿
H
M
M
H
H
V
R
H
U
A
H
U
Z
H
H
V
A
H
M
A
M
M
A

己
の
酒
の
量
を
充
分
に
心
得

そ
の
限
度
を
ζ
え
な
い
よ
う

に
し
愉
快
に
、
ぎ
れ
い
に
飲
む

こ
と
で
あ
る
。

也

、

f 

年 満通竪徳
夫穂幸義市

二
女
由
利
子

長
女
美
智
子

長

男

季

喜

長

男

忠

則

二

男

継

雄

二

男

憲

長

女

登

志
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長

女

由

美

二

女

智

子

長

女

友

子

長

女

ふ

美

恵

二

男

修

二

長

男

賀

寿

男

長

女

一

美

長
男
喜
美
江

三
女
ミ
チ
子

長

女

美

鈴

三

男

修

長

女

智

美

喜
多
灘
‘

長

男

和

幸

一

一
三
田
刀
利
広
一
/

三
女
真
由
美
一

二

女

秀

美

一

櫛

生

一

三

女

京

子

一

長

女

久

恵

一

二

女

千

恵

一

出

海

一

二

男

俊

二

長
女
双
ィ
葉
一

大

和

一

声

男

玉

喜

咽

白

滝

長

女

一

議

長
男
和
一
竜

三

男

武

長

男

嘉

司

一
一
男
稔
治
一

死

亡

本

庁
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